






＜会員社訪問 社長インタビュー No.1＞ 
 

 

● 社長紹介 ● 
 

【氏名】南條
なんじょう

 光
みつ

章
あき

 （現職：理事長（2017（平成 29）年～）） 

 

● 訪問社情報 ● 
 

【社名】共立出版株式会社（KYORITSU SHUPPAN CO., LTD.） 

【創立】1926（大正 15）年 6 月 22 日 

【 HP 】https://www.kyoritsu-pub.co.jp/ 

 

【主な出版分野】理学、工学 

【詳細な出版分野】科学一般、数学、情報科学、物理学、 

化学・化学工学、地球科学、生物学・生物科学、 

環境科学、工学一般、土木工学、建築学、機械工学、 

電気・電子工学、認知科学 

 
 

 

■ テーマ 1「本について」 

 

― 会社の転機となった本は何でしょうか？ 

転機となった本は、弊社の創業は 1926（大正 15）年 6 月ですが、それから間もなくの 1928（昭和 3）年

に刊行しました「輓近高等数学講座 全 18 巻」です。それまで体系立てた数学関連の書籍が少なかったこと

もあり、販売に大いに寄与したようです。創業者の南條初五郎はこの講座を出版するのに、資金の調達に苦労

したようです。有力者の協力をいただき刊行にこぎつけることができ、これを機に理工系出版でやっていく確

信を持てたとのことでした。 

1960（昭和 35）年から刊行された「化学大辞典全 10 巻」は、構想から制作までに 10 年を費やした一大

事業でした。やはり資金面で苦労はありましたが、東京大学（当時）の水島三一郎博士の陣頭指揮のもと化学

界の総力をあげて編纂した辞典です。 

また、月刊雑誌「科学の実験」（1950 年創刊）、「蛋白質 核酸 酵素」（1956 年創刊）、「コンピュー

タ・サイエンス誌 bit」（1969 年創刊）を刊行しました。これらの雑誌をきっかけにして、著者の開拓と同

時に、企画分野も広がりをみることができました。 

今後については、数学、情報科学、物理学などを充実させ、認知科学などの文理融合した分野も手掛けてい

きたいと思います。 

 

― 本が売れない時代、今後の本への可能性は？ 

理工系出版に限ってはまだ紙媒体での需要が多いですが、電子版教科書への問合せも徐々に増えています。教

科書に限らず読者からの要請を受け止めて、時代に即応した本作りをしていくことが重要と考えています。 

 

― 社長にとって本とはどういう存在か、またお薦めの本や愛読書などがありましたら教えてください。 

本という存在の社会的な大切さ、いかにいい本を出版していこうか常に心掛けています。 

文庫本はよく読みます。「プラハの春」は印象に残っています。直近では丹羽宇一郎さんの「社長って何

だ！」、町田康さんの「しらふで生きる」を読みました。 

南條社長 
（創業者 南條初五郎の肖像画を前に） 



 

■ テーマ 2「共立出版株式会社について」 

 

― 会社の雰囲気をどのように感じていますか？ 

編集部は 30～40 代の世代が多く、営業部は 40～50 代の世代で構成されています。若い世代がベテランに相

談し、ベテランが若い人の意見を聞くなど良い雰囲気だと思います。具体的には、編集と営業が一体となった

「教科書プロジェクト」を立ち上げたり、数学編集者が「数学企画相談会」を定期的に開催するなど、社内業務

面でも積極的に取り組んでいます。 

 

― 現在の社員やこれから入社してくる若い人へ期待や希望はありますか？ 

過去の実績や慣習にとらわれずにチャレンジしていただきたい。編集は出身分野でない分野の企画を、営業は

販売方策、物流面を模索する取組みを期待しています。 

 

― 社長が考えるこの会社の一番の財産は何ですか？ 

今年 94 周年を迎えます。これまで築いてきた出版物、それを成し遂げたくれた先達が財産です。人が作る、

人とのかかわりが何よりも大切で、現社員の努力にも感謝しています。 

 

― 本日はお忙しい中、貴重なお話を伺えてありがとうございました。 

 

（2020 年 2 月 14 日、インタビューアー：門間順子・新井明良） 



著作・出版権委員会報告 
 

著作・出版権委員会 
委員長 梅澤俊彦 

 
改正著作権法第 35 条（教育に関わる著作権法）の 2021 年 5 月 21 日の施行に向けて

SARTRAS 授業目的公衆送信補償金等管理協会が文化庁から補償金受け取り団体として認

可を受けるべく準備をすすめて参りましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のための

各学校の休校による遠隔授業に対応するため文化庁から前倒しでの実施要請がなされまし

た。その内容としましては、「2020 年度中は補償金は無償（無料）とする」「2020 年 4 月

中にでも SARTRAS を補償金受取団体として認可する」というものでした。 
SARTRAS 所属の各権利者団体で緊急に協議が行われ、新型コロナウイルスの感染蔓延に

おける各学校の現在の状況も鑑みて、最終的に SARTRAS 理事会では文化庁からの要請を

受け入れる事となり 4 月 28 日に認可を受ける事となりました。 
利用者サイド（教育者）と折り合いのついていなかった運用ガイドラインにつきましても

緊急的かつ 2020 年度特定的に出版サイドの主張が反映されたもので制度運用される事と

なりました。 
これはあくまで 2020 年度内までの処置であり 2021 年 4 月からの改正著作権法第 35 条の

運用に関する補償金の金額、その分配方法、正式な運用ガイドラインの内容等は未定のま

まで、引き続き権利者と利用者（教育者）との意見交換（教育著作権フォーラム）は継続

される事になります。 
現在、改正著作権法第 35 条の前倒し施行に関して様々な報道が行われておりますが、そ

の報道内容が著作物の利用に関して拡大解釈された様なものになっているといった問題が

起きております。現在、各出版団体や個々の出版社では多くの教育機関から誤解に基づく

問い合わせを受けており、対応に苦慮している状況が発生しています。問い合わせの具体

的な内容は様々ですが、その多くは「まるまる一冊を複製・公衆送信したい」「今回の補

償金制度によって利用できる著作物の範囲が広がった、ついては予定していた教科書等の

購入は不要としてよいのか」「You Tube 等、不特定多数が閲覧可能なサイトに掲載して良

いのか」といったものまである様です。 
利用範囲に関しては今までの紙ベースの教育利用同様で「著作権者の利益を不当に害しな

い範囲」での公衆送信であり、それ以上の利用に関しては著作権者の許諾が必要となって

います。出版界といたしましては ①学校などの教育機関に限る、②授業の過程、③複

製・公衆送信を行うのは教師、または生徒、④必要と認められる限度の小部分、⑤著作権

者の利益を不当に害しない、の条件をクリアしなければいけないことを今一度周知徹底し

てもらう様、教育著作権フォーラムや SARTRAS に働きかけまた自らも情報発信に努めて

行く予定です。また今後各方面に寄せられた利用者からの問い合わせ内容については

SARTRAS において集約し、権利者サイドとして統一的な説明が出来る様な処置も行う予

定です。 



 

販売出展委員会報告 

販売出展委員会 

委員長 村上和夫 

 

 

「自然科学書フェア 2020」に関して 

 

１． ジュンク堂書店仙台 TR 店様の多大なご協力をいただきながら、現状では予定通りに 5 月

12 日（火）から 6 月 30 日（火）まで 50 日間の開催予定で進行しております。ジュンク堂書

店仙台 TR 店は、専門書が大変充実している書店であり、JR 仙台駅から近く、地下鉄仙台

駅のコンコースから直結しているのでアクセスも便利です。店内は静かで椅子もあり、ゆっく

り本を選ぶことができます。 

２． 今回のフェアのメインテーマは『未来への架け橋 知識の泉 自然科学書フェア』といたしま

した。小テーマとしては「統計学」「人工知能」「図鑑・事典」「新しい農業」「生き物と環境」

「防災」「宮城県内の大学・ご当地著者の本」の 7 テーマとし、会員各社様の出品協力をお

願いいたしました。お陰様で当初の目標を達成し、43 社 1133 点 2903 冊の出品となりまし

た。改めて会員各社様に御礼申し上げます。 

３． フェアの告知については、「河北新報」への 16 社の連合広告として 5 月中旬に掲載される

予定です。機会がございましたら是非、会期中にフェア会場に足をお運びいただきますよう

お願い申し上げます。 

４． なお、フェア開催にあたり開催前日の 5 月 11 日（月）にフェア小委員会メンバー6 名による

現地での棚詰め・コーナー作りを予定しておりました。しかしながら政府の緊急事態宣言が

出たこともあり、念のため石原店長様へ改めてご意向をお伺いしたところ、店舗の方々のみ

で作業を行ってくださるとのご連絡をいただきました。ボリュームも大きいこともあり、ジュンク

堂書店 TR 店様には大きなご負担をおかけし、大変申し訳なく思います。 

５． 明るい話題が少ない状況ではございますが、この自然科学書フェアが読者の皆様に喜ん

でいただき、そしてジュンク堂書店 TR 店様の売上に寄与し、自然科学書の販売活性化へ

とつながっていくことを心より祈念しております。 

 

以上 



事務局だより 
 

第 69・70 期理事会・委員会開催一覧（2020 年 2 月～2020 年 6 月） 
 

●理事会 
＜第 69 期＞ 
・3 月 19 日（木）／文化産業信用組合 
・4 月；新型コロナウイルス感染症感染状況に鑑み休会 
・5 月 21 日（木）／文化産業信用組合 
＜第 70 期＞ 
・6 月 18 日（木）／文化産業信用組合 
 
●正副理事長会議 
・2 月 6 日（木）／橋畔亭 
 
●委員会 
＜第 69 期＞ 
・3 月 18 日（水）広報委員会／出版クラブホール・会議室 
   
 
 
 

訃    報 

 
 志村幸雄様（元 工業調査会会長）が、2020 年 2 月にご逝去されました（享年 86 歳）。 
1996 年に当協会理事就任、その後常務理事・専務理事・理事長・顧問・相談役等を長きに

わたり務められました。 
ここにご生前の志村幸雄様の当協会への多大なるご尽力とご貢献に深謝申し上げ、改めて

敬意を表します。 
謹んでご冥福をお祈り申し上げます 
 


